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序　　文

広島大学東広島地区は国史跡鏡山城跡に隣接し、大学構内にも多くの中

世遺跡が存在する。中でも鏡山城跡の麓に位置する鏡西谷遺跡、鏡東谷遺

跡、鏡千人塚遺跡は鎌倉時代～室町時代の遺構・遺物が多数発見されてお

り、本学における中世考古資料の中核的存在である。これらの遺跡につい

ては正式な報告書が刊行されており、本地域の中世考古学研究で広く利用

されているところである。しかし、報告書作成にあたっては、作成期間や

費用の面から報告書に十分盛り込むことができなかった資料が相当数あ

り、検討できなかった課題が多く残されていたことも事実である。また、

近年の東広島市域をはじめとする広島県西部における中世遺跡の調査・研

究の進展は目覚しいものがある。こうしたことから、『広島大学埋蔵文化

財調査研究紀要』の研究編では、本学における中世遺跡出土資料を新たな

視点で再整理して資料化するとともに、安芸地方（広島県西部）における

中世土器の研究を継続的に行ってきた。これまで、陶磁器、瓦器、中世須

恵器について取り上げ、研究成果を公表してきた。第 5号および本号では

土師質土器坏・皿類を取り上げて、西条盆地、広島湾沿岸を中心に編年案

を提示したが、この研究はこれまでの研究編における研究成果がベースと

なっている。第 6号に収録した研究 2についても、2006 年度以降実施して

きた霞地区の立会・試掘調査に基づく研究成果である。

以上のように、研究編については本学出土の資料を利用し着実に成果を

残している。一方、学内における開発に伴う埋蔵文化財調査や調整は埋蔵

文化財調査部門の重要な業務の一つである。東広島地区については、統合

移転に伴って発掘調査を実施し、多くの成果を得るとともに、大学当局の

理解によって重要な遺跡が数多く残されている。東広島地区以外の広島大



学敷地における調査は 2006 年度以降本格化した。霞地区では旧広島陸軍

兵器支廠（補給廠）関連遺構を中心に多くの遺構・遺物が確認され、重要

な成果が上がっている。三原地区は近世武家屋敷の一角に位置すると想定

されるが、今回の調査ではじめて近世に遡る可能性のある遺構、遺物が検

出された。今後一層注意深く調査を実施し、様相の解明につとめたい。

ところで、旧埋蔵文化財調査室は 2011 年 5 月に総合博物館との統合によ

り埋蔵文化財調査部門となった。直接の契機は、本学における学芸員養成

教育の体制再編に伴う措置であった。これまでの埋蔵文化財業務に加え、

総合博物館の展示情報・研究企画部門と連携しながら、博物館業務、学芸

員資格取得関連授業を中心とする教育業務を実施することとなった。これ

まで以上に、教育、普及活動の比重が高くなったといえ、学内外の多くの

方々や機関との連携をすすめたい。皆様のご支援とご協力をお願い申し上

げる次第である。

2015（平成 27）年 3月 27 日

広島大学総合博物館
埋蔵文化財調査部門長

藤　野　次　史



例　　言

1．本書は、研究編、調査編、付編からなる。研究編は、広島大学キャンパス内の遺跡および出土遺物、

広島大学への寄贈・寄託遺物の研究をはじめ、これに関連する幅広い遺跡・遺物の研究を目的と

している。調査編は、各年度に行った広島大学キャンパス内の開発に伴う協議事項および立会調

査、試掘調査、発掘調査の概要報告である。付編は、各年度に埋蔵文化財調査部門（室）ならび

に調査部門（室）構成員が行った普及・研究活動の概要と調査部門設置要項などを収録した。

2．研究編には 3本の論考を収録した。研究 1は安芸地方（広島県西部）における土師質土器坏・

皿類の研究である。1979 年度～ 1982 年度に予備調査、発掘調査を実施した鏡地区出土の土師質

土器坏・皿類を中心に東広島地区出土資料を集成して分析し（第 5号）、あわせて安芸地方の様

相を検討した（本号）。研究 2は 2006 年度以降、立会・試掘調査を実施している広島大学霞地区

で出土した広大病院食器の考察、研究 3は 1991 年に広島大学埋蔵文化財調査室（当時）、広島大

学文学部考古学研究室の協力を得て実施した東広島市丸山神社古墳群の測量調査成果報告であ

る。

3．調査編は、2011 年度において、東広島地区（東広島市）、霞地区（広島市）、翠地区（広島市）、

三原地区（三原市）の開発に伴って実施した協議事項と立会調査、試掘調査、発掘調査の概要で

ある。

4．付編は、2011 年度の普及・研究活動の概要を収録した。また、2011 年 5 月 1 日に埋蔵文化財調

査室は総合博物館と合併した。これに伴い、埋蔵文化財調査室は、総合博物館埋蔵文化財調査部

門となり、総合博物館の規則で規定されることとなった。また、埋蔵文化財の取り扱いについて

は、統合以前は財務・総務担当理事を座長とする施設マネージメント会議の中で審議されてきた

が、埋蔵文化財調査室が博物館と統合したことから、あらたに総合博物館運営委員会のもとに埋

蔵文化財調査専門委員会を設置し、広島大学における埋蔵文化財の取り扱いについて審議するこ

ととなった。このことから、新たな規定についても収録した。調査部門（室）構成員については、

本書の作成に関わった 2010 ～ 2014 年度の構成員全てを載せている。

5．2011 年度の立会・試掘調査は、広島大学が所在する市教育委員会と協議・協力を行い、広島大

学財務・総務室施設グループ（施設企画グループ、施設計画グループ、施設管理グループ）の協

力を得て実施した。調査は、藤野次史、永田千織、山手貴生が行った。

6．研究編、調査編に関わる整理作業は、2010 年度は、藤野、八幡浩二、2011 年度は、藤野、永田、山手、

岩本美津子、2012・2013 年度は、藤野、永田、山手、西口祐子、2014 年度は、藤野、石丸恵利子、



大近美穂、西口が行った。

7．研究編のうち、研究 2に関わる遺物の実測は、石丸、大近が行い、表・図の作成および浄書は、

石丸、大近、西口が行った。研究 3に関わる遺物の実測は、藤野、八幡が行い、山手が浄書し

た。その他の図面の作成・浄書は藤野が行った。調査編に関わる図面は、藤野が作成、浄書した。

付編に関わる図面は藤野、永田、山手が作成、浄書した。研究 2の図版は石丸、大近が作成し、

それ以外の図版およびその他の写真は藤野が作成した。

8．調査編に利用した広島大学各地区の建物配置図等は広島大学財務・総務室施設企画グループか

ら提供された図面をもとに作成した。

9．本書の執筆は、研究編研究 1は、永田、藤野が、研究 2は石丸、大近、西口が行い、その他は

藤野が行った。

10．本書の編集は藤野、石丸、大近、西口が行った。

11．本書を作成するにあたり、広島大学古瀬清秀、岡山県古代吉備文化財センター宇垣匡雅、東広

島市教育委員会妹尾周三および吉野健志、吉井宣子、徳島大学埋蔵文化財調査室端野晋平およ

び三阪一徳の各氏から有益なご意見を賜った。また、資料実見にあたり、（公財）広島県教育事業

団事務局埋蔵文化財調査室、（財）広島市未来都市創造財団（現（公財）広島市文化財団）文化科

学部文化財課、東広島市教育委員会、（財）東広島市教育文化振興事業団文化財センター（現東広

島市教育委員会出土文化財管理センター）、廿日市市教育委員会、三原市教育委員会、徳島大学

埋蔵文化財調査室には便宜を図っていただいた。

12．研究編で取り上げた広大病院食器は、広島大学総合博物館（埋蔵文化財調査部門）が保管して

いる。また、丸山神社第 1号古墳および丸山神社周辺で採集された遺物は、吉井宣子氏が保管

している。
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